家庭Ａ
第２題材指導計画「家族の中で育った私」（全１１時間）
	①　生命の大切さ
	人間の誕生や心身ともに健康に成長するために必要なものや環境を考え，その特徴を理解するとともに，これからの学習への関心を高めることができる。
	○赤ちゃん人形を見て，感じたことを発表する。
私たちはどのようにして命を授かり，どのように発達してきたのだろうか。



○生命誕生のＶＴＲ及び，保育園や幼稚園などでの幼児の生活の様子や，身体の変化などを見て，受精や胎児の成長過程や幼児の発達の特徴について学ぶ。

○感じたことを交流する。
・偶然の重なりによって自分の命がこの世に誕生したことがすごいと思う。
・お母さんは，苦しい思いをして私を産んでくれた。
・大切な命は無駄にしたくないな。いやなことがあっても乗り越えたい。
・自分のこれまでの成長について調べてみたい。
・幼児の発達には順序がありそうだな。
命の誕生と自分の成長について改めて考えた。幼児の発達には順序があり，そのために必要なものや環境について題材の学習を通して理解していきたい





	・赤ちゃん人形や，生命誕生のVTRを用意し，導入部分で生命についてのイメージをもちやすいようにする。
・保育園や幼稚園などでの，幼児の生活の様子や，身体の特徴などのVTRや，写真を用意する。


【協力・協働】
【健康・快適・安全】

≪知識・技能≫
自分の成長や生活は家族やそれに関わる人々に支えられて来たことに気付き，幼児の発達の特徴について理解している。

	②　自分の成長を振り返って
	幼児とのよりよい関わり方について問題を見いだし，課題を設定できる。
	○幼い頃（誕生～幼児期）の写真を見る。
私たちはどのようにして人と関わり，成長してきたのだろうか。




○家の方や近所の方のインタビューをもとに，自分の幼い頃の様子を交流する。
・名前の由来　・好きだった遊び
・主な出来事　・好きだった食べ物
・初めて話した言葉

○交流したことを整理し，自分が成長するためにかかわった家族のことを考える。

○子どもが中学生になるまで，苦労したことなどについて親が記録した資料を読む。

○ここまで成長することについて，家族や周りの人との関わりから，感じたことをまとめる。
自分の成長は，家族やかかわる人たちに支えてもらった。自分が成長してきたように，学習でかかわる幼児にも支えていくようなかかわり方も考えよう。







	・乳児期～幼児期の写真，事前のインタビューを用意し，自分の幼児期を振り返る手立てとなるようにする。
　　　　　






【健康・快適・安全】
【協力・協働】

≪思考・判断・表現≫
自分の成長は，家族や周りの人々の愛情によって支えられてきたことに気付き，幼児とのよりよい関わり方について，課題を設定して実践に繋げようとしている。課題設定


	③　私の成長記録
	年齢ごとにできるようになったことをまとめ，自分のこれまでの成長をまとめることができる。

	○自分の成長の過程をインタビューしてきたものをまとめる。
自分の成長記録を年齢ごとにまとめよう。


○家の方や近所の方のインタビューをもとに，自分の成長の過程をまとめる。
・生年月日や出生時の身長と体重，様子
・名前の由来　・好きだった遊びやおもちゃ
・好きだった食べ物や嫌いな食べ物
・初めて話した言葉
自分の成長について少しずつ思い出した。最初は何もできなかった自分が今のようになるまで，どんな道筋でどんなふうに育ってきたのだろう。

	・事前インタビューをまとめる，成長記録のシートを用意する。


【健康・快適・安全】
【協力・協働】

≪思考・判断・表現≫
自分の成長が家族やそれに関わる人々に支えられて来たことに気付き，これまでの成長を論理的に年表にまとめている。
表現（まとめ）




	④　幼児の体の発達
	幼児の体や運動機能の発達の様子を知ることを通して，体の成長と生活とのかかわり方を理解できる。
	○誕生した頃の赤ちゃんの大きさを自分たちの体型と比較して，その体型の特徴を見つける。
・今の自分とはバランスが違う。
・手や足も小さく，体全体が小さい。
私たちの体はどのように発達してきたのだろうか。



○幼児の身長や体重の変化を調べる。
・生れた時は５０ｃｍ，３ｋｇだったのが，１年で倍以上成長している。
・６歳までが一番発達している。

○運動機能の発達について調べ，交流する。
・年齢が上がるにつれて，できるようになることが増えている。
・だんだん細かい作業もできるようになっている。
・体の発達は，中心から外へ，頭から足へと規則をもって発達していることが分かった。

○幼児の身長と体重の変化と，そのときにできる行動を理解し，気が付いたことを交流する。
幼児の体の発達の特徴を知った。だからこそ幼児期ならではの成長の仕方に合った関わりをしていかないといけないな。






	・体型や成長比較の資料を用意し，見た目や数値的な変化が分かるようにする。
【例】
身長→ひも
体重→ペットボトル



・お絵かきをしている絵を用いて，ペンの持ち方などを今と比較する。




[bookmark: _GoBack]
【協力・協働】
【健康・快適・安全】

 ≪知識・技能≫
幼児の体や運動機能の発達の様子を知り，その成長と生活とのかかわり方を理解している。










	⑤　⑥　幼児の心の発達
	幼児の情緒，言語，認知，社会性の発達の過程を知るとともに，心の発達には，家族や周囲の人々の関わりが大切であることを理解することができる。
	○幼児は，どのような成長をしているかを考える。
・心が豊かになっていろいろな表情をするようになる。
・友達との関わりが増え，友達ができるようになる。
・言葉が話せるようになる。
 幼児の心の発達には何が大切なのだろうか。



○幼児の言葉の発達について知る。
・初めは，一語文で単語のみで話していたが，成長と共に，二語文，三語文が話せるようになる。
・言葉は，周囲の人とのやり取りの中で発達する。

〇幼児の情緒の発達について考える。
・初めは，快と不快の感情をもっていたが，だんだんと喜怒哀楽の感情を感じるようになっている。
・感情が分化するためには，家族や周りの大人との関わりや集団生活の場で人との関わりが大切である。

〇幼児の認知の発達について知る。
・幼児と相互に関わることが増え，自我が芽生えてくることで自分の意志で行動し，自己中心的に行動することがある。

〇社会性の発達について知る。
・幼児は，家族などの身近な大人と一緒に生活する中で愛情や信頼感をもつ。
・集団生活の場で，生活を共にすることで，相手に対する思いやりや協調性を身に付けていく。

〇個人差について知る。
・AさんとBさんの発達段階を見ると心の発達には，個人差があることが分かった。
心の発達には，言語，情緒，認知，社会性の側面があり，これらには，個人差があることが分かった。さらに，幼児の心の発達には，家族や周囲の人との関わりが大切であることが分かった。







	・幼児のビデオを見ながら，幼児期には心の発達が著しいことを考えやすいようにする。
・幼児Aさんの生活からストーリー性をもたせて４つの視点（言語・情緒・認知・社会性）から発達を考えていけるようにする。
・情緒の分化の図を用意し，
成長と共に感情が増えてきていることを理解できるようにする。
・感情の分化と言語の習得の時間差から気持ちの表現を体や表情から表してくることもつなげて理解する。
・幼児が相互に関わることが多くなり社会性の発達が促されてくることを理解する。
・AさんとBさんの発達段階を提示し，個人差があることを理解できるようにする。

【協力・協働】
【健康・快適・安全】

≪知識・技能≫
幼児の心を発達させるためには，家族や周囲の人々との関わりが大切であることを理解している。

	⑦　幼児との触れ合いⅠ
	幼児との触れ合いを通して，適切に関わるとともに，計画に基づいて，幼児の発達やその時の状況に応じた関わり方を実践することができる。
	○集合場所で点呼，移動について安全確認を行い，幼稚園へ移動する。
これまでの学習や計画に基づいて，幼児との関わり方を確かめよう。





○幼稚園代表者の方に挨拶し，本時の課題，活動終了時間，終了後の集合場所を確認する。

○交流グループごとに触れ合い活動を行う。
・観点（言葉・情緒・認知・社会性）に基づき，観察する。
　
○幼稚園の方に挨拶をし，中学校へ移動する。

○教室に入り，本時気付いたことや学んだことをまとめる。
最初はコミュニケーションをとるのが難しかった。けれど，笑顔を心がけて活動しているうちに，○○ちゃんが，私の顔を見て話をしてくれるようになってきて，自分もどんどん楽しくなってきた。幼児との関わりには，言葉かけや表情が大切であることを実感した。





	

・実習中，幼児とうまく関わり合えない生徒や班には，教師が仲立ちとなって，幼児とかかわるきっかけ作りの支援や前時の学習を想起させる言葉かけを行う。



【協力・協働】
【健康・快適・安全】

≪知識・技能≫
幼児の生活や遊びを観察したり，一緒に遊んだりするなどの体験を通して，関わり方について理解している。

	⑧　触れ合い活動の振り返りと計画
	幼児との触れ合い活動で観察してきたことを整理する活動を通して，よりよい関わり方について，理解するとともに，改善することができる。
	○「触れ合い活動」の感想を交流する。
幼児の成長によりよく関わるにはどうしたらよいか。



○触れ合い活動を行って，気付いたことや感想，計画した手立てに対する幼児の反応を振り返り，お礼状やレポートにまとめる。

○振り返りを交流する。（良かったこと・うまくいかなかったこと）

○交流したことに基づいて，幼児と触れ合うときにさらに心がけるとよいことを話し合う。
・幼児の思いにしっかりと耳を傾けたい。

○本題材での学習を振り返り，これから幼児と関われそうな場面を想定し，どのような関わり方をするとよいかまとめる。

仲間の発言からも，幼児の思いを大切にして関わることの大切さがわかった。年末年始には親戚が集まるので，いとこの○○ちゃんと遊ぶときにも，○○ちゃんの気持ちを考えて関わっていきたい。さらに，〇〇ちゃんの興味のある遊びを聞いて身近な道具を生かして遊びを考えたい。





	

・観察の視点に基づいて，気付いたことや思ったことを宿題でまとめておく。それをもとに，レポートにまとめる。
・交流を通して，発達段階による特徴や接し方の違いを確認する。

・実習時にうまくいかなかっ　　
　た場面を話し合い，さらによりよく関わるためにどうしたら良いかを話し合う場を設ける。

【協力・協働】
【健康・快適・安全】

≪知識・技能≫
幼児とのよりよい関わり方について，課題解決に向けた一連の活動を振り返り，理解し，改善している。

	⑨　幼児の生活習慣
	幼児とのよりよい関わり方について，実践に向けて計画し，課題を解決する力を身に付けることができる。

	○今当たり前にできている生活習慣を挙げる。
・顔を洗ったり，歯を磨いたりしている。
・服を着替えたり，お風呂に入ったりする。
生活習慣を身につけるときには，どのように接するとよいだろうか。



○どうして生活習慣を身に付けることが必要なのかを考える。
・幼児はできないこともあるが，自分でできるようになることが自立につながる。

○資料集から，２歳時と５歳時の身に付けた生活習慣を調べ，その違いを発表する。
・２歳では手伝ってもらうことも多かったことも，５歳になるとほとんど自分でできるようになってきている。

○着脱衣や食事，歯磨きなどを自分でできるように工夫されていることを知る。
・服のボタンをかけやすいように工夫されている。生活習慣の形成には家族のかかわりがとても重要であるということがわかった。幼児の成長を知るにつれ，具体的に工夫してかかわり方を考えることができるようになってきた。

	・幼児服や幼児用の食器やスプーンなど生活習慣を身に付けさせるための道具を用意する。


・生活習慣は自然と身に付くものではなく，VTR資料などを使って周囲の大人が環境を整えているから身に付けていくことができるということをおさえる。

【協力・協働】
【健康・快適・安全】

≪思考・判断・表現≫
生活習慣を形成するために，周囲とどのように接するといいかを改善し，課題を解決する力を身に着けている。課題解決力


	⑩　幼児のおやつの計画
	幼児にふさわしい食事について，問題を見いだして課題を設定し，解決するする力を身に付けることができる。

	○幼児期の食生活を振り返り，気付いたことを交流する。
幼児にとってどのようなおやつがふさわしいのだろう。



○幼児期に食べているおやつをあげその良さを考える発表する。
・私達が食べているものと比べると，味が薄くて何か物足りないな。
・歯を使わなくても，唾液で柔らかくなった。
・上顎に下で押し付けると柔らかくなった食べることができた。

○幼児のおやつの条件を考え献立を作る。
・成長に必要なエネルギー源や栄養素を摂取できるようにする。
・味付けは薄味にしたり，自然の甘みを利用したりする。
・盛り付けを工夫して，楽しみの時間を演出する。
・次の食事に栄養が出ないように，食べる量や時間帯を考える。
・適量の飲み物と一緒に食べさせる。幼児のおやつは栄養がしっかり含まれ，工夫されていることが分かった。幼児に合わせた条件を考えおやつの計画を立てることができた。

	・幼児と自分たちの食事を比較し，幼児がおやつを食事の一部として取っていることを確認する。

・幼児のおやつの良さや問題点からどのようなおやつが良いか条件を考える。


課題解決力




【協力・協働】
【健康・快適・安全】

≪思考・判断・表現≫
幼児の食生活について振り返り，幼児に合わせたおやつの献立をつくることができる。

	⑪　幼児のおやつ実習
	幼児にふさわしいおやつについて，適切な調理法を理解しているとともに，調理が適切にできる。
	〇身支度をする。
〇おやつに必要な用具，材料を準備する。
幼児にふさわしいおやつを作ろう。



〇計画に沿って調理実習をする。

〇試食する
・市販のおやつと比べると，味に優しさを感じるな。
・見た目も幼児が喜びそうなものができたな。

〇後片付けをする。
幼児のことを考えおやつを作ることができた。これからも，幼児に合わせた食事やおやつを考えて幼児に作っていあげたい。



	・実習の準備が整っているか確認する。


・安全に配慮して実習を行うようにする。




【協力・協働】
【健康・快適・安全】

≪知識・技能≫
幼児にふさわしいおやつについて，適切な調理法を理解し，調理が適切にできる。




